余華初期作品の分析及びその変化についての研究 : 1983年-1986年を中心に by 韓 若氷
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第一章では、1983 年から 1986 年までの小説を研究対象とし、余華の初期創作の状況と
彼が文学上の苦境を明らかにする。対象となる作品と発表刊行物を以下にまとめる。	 
	 
年 作品名 刊行物名 備考欄 
1983 第一宿舎 『西湖』(1983 年第 1 期) 	  
	  “威尼斯”牙歯店 『西湖』(1983 年第 8 期) 	  
	  鴿子,鴿子 『青春』(1983 年第 12 期) 	  
1984 星星 『北京文学』（1984 年第 1 期) 『北京文学』賞 
	  竹女 『北京文学』（1984 年第 3 期) 	  
	  月亮照着你,月亮照着我 『北京文学』（1984 年第 4 期) 	  
	  甜甜的葡萄 『小説天地』（1984 年第 4 期） 児童文学 
	  男児有涙不軽弾 『東海』(1984 年 5 期) 	  
1985 我的“一点点”－－関予《星
星》及其他 
『北京文学』（1985 年第 5 期) 文学評論 
1986 三個女人一個夜晩 『萌芽』（1986 年 1 期） 	  
	  老師 『北京文学』（1986 年 3 期） 	  
	  回憶 『文学青年』（1986 年 7 期） 	  
	  看海去 『北京文学』（1986 年 5 期） エッセー 
	 
この 4 年間、余華の創作は年によって異なる特徴を持つため、第一章は年代順に 3 つの
部分に分けている。1985 年は特殊な存在であり、余華は 1 編の文学評論しか発表しなか
った。その前の年に一番注目された「星星」について反省をする文章であったため、1985
年に関する分析は、1984 年と合わせて本章第 2 節にまとめておく方が適切であろう。	 
	 
1.1	 1983 年:「第一宿舎」から	 
	 余華の一番目に公開された短編小説は「第一宿舎」である。「第一宿舎」は『西湖』小
説月刊の 1983 年第 1 期に発表され、当時、小説コラムの冒頭に置かれていた。作品の末
尾に「余華、男性、22 歳、海塩県武原鎮衛生院に勤める。本文は処女作である」16と、余
華のプロフィールを付けていた。「小説の言葉使いは流暢であり、言葉のユーモアもあり、
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さらに人物の描写を重視している。…（中略）しかし作品は稚拙で、中心人物の畢建国の
イメージの豊かさも足りない」17と、本文の後ろに編集者からの評論も付いていた。	 	 	 
『西湖』雑誌は 1959 年に杭州市文聯によって創刊され、浙江省における唯一の文学月
刊である。18文学系刊行物として中国の文壇にも重要な地位を占めている。20 世紀 80、
90 年代における本雑誌の主な狙いは呉越文化の宣揚である。そして 21 世紀に入ると、新
人作家を発見することを宗旨としている。余華は 1983 年に新人作家として『西湖』の小
説欄の冒頭に作品を掲載され、続いて第二作「“威尼斯”牙歯店」も同じように『西湖』
1983 年第 8 期の巻頭に載せられたのは、彼が雑誌に有望視されていたと理解できる。	 
「第一宿舎」はある病院の古い寮の同じ部屋に住んでいる「私」（石医生）、小林、陝西




























































































	   	   8	  
1.2	 1984 年:「星星」から	 
『北京文学』（1984 年第 1 期）に掲載された「星星」は余華と『北京文学』の縁のスタ
ートである。『北京文学』の前身は『北京文芸』と『説説唱唱』である。『北京文芸』は
1950 年 9 月に創刊された。中華人民共和国が成立した後、かなり早い時期に創刊された
刊行物である。出版者は北京市文聯であり、初代編集長は老舎、編集部主任は汪曽祺であ
った。50 年代から 80 年代まで、屡々休刊と復刊を繰り返していた。『説説唱唱』は 1950
年 1 月に北京で創刊、李伯釗と趙樹理がその編集長とされ、建国してからの最初の重要な












『北京文学』1985 年第 5 期の「小説評論」欄に、余華は「星星」に関するエッセー「我
的“一点点”」（私の「少しのこと」）を載せていた。その中に余華は「星星」を書く前の
インスピレーション、自分の創作範囲の狭さと文学創作についての認識を明確に語ってい





















1 年間、余華は 4 つの短編小説「竹女」、「月亮照着你,月亮照着我」、「甜甜的葡萄」、「男
児有涙不軽弾」を書き、それぞれ『北京文学』や『小説天地』などの文学雑誌に掲載され











な突破は無かった。『竹女』は中国 20 世紀 80 年代に於ける短編小説の全体的な風格とレ
ベルを表していた」（「小説不論是在内容上還是在写作方法上，都没有什麽突発，代表了中






































































しかしこのような傾向は 1986 年に入ると、すぐに見えなくなった。	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1983 年から 1986 年までに掲載された余華の 11 編の短編小説を分析し、小説の内容、発


































	   	   14	  
第二章	 余華と「先鋒小説」	 
	 
	 余華は 1987 年「先鋒小説」の創作を始めたとされる。44出世作となる「十八歳出門遠






京文学』1987 年第 5 期）、「四月三日事件」（『収穫』1987 年第 5 期）、「現実一種」（『北京



























1983 年に掲載された「《文学名詞詮釈》訳介」52は『A	 Glossary	 of	 Literary	 Terms』




























20 世紀 80 年代に「先鋒派」なる中国作家群（余華、蘇童、格非、孫甘露などを代表とす































	 1987 年、『北京文学』第 1 期に余華の作品「十八歳出門遠行」が掲載された。この作品
は後日に、「余華の先鋒派作家としての出発点となった作品」58として衆目の認めるとこ
ろである。しかし前述したように、1988 年から 1990 年までの余華について論じた評論に




























































































げたと言える。」67「十八歳出門遠行」は 1987 年 1 月に発表されたが、実際の創作時間は






た後、余華はすぐに「先鋒」的な小説の創作を始めた。1987 から 1988 年の 2 年間に十数
編の短編、中編小説を発表し、それらの作品はすべて「先鋒小説」の特徴に溢れていた。
余華自分も「1986 年の『十八歳出門遠行』を執筆した後、私は自分が新しい創作の姿勢
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第三章	 創作の転換及び其の原因	 
	 












































た。兄弟 2 人の山峰と山崗、お互いの妻たち、息子たち、そして兄弟の母親 7 人は一緒に
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編集長などの客観的な影響を分析する必要もあるのではないだろうか。 






























































して、『外国文学研究』というジャーナルが 1980 年から 1982 年までの 1 年半に「西方現
代派（モダニズム）文学討論」コラムを開設してから91、モダニズムにおける討論がたく
さん現れた。 
	 モダニズムというのは普遍的に 19世紀末期から 20世紀初期までにおける欧米に生み出




























た。1983−1986 年の作品表（第 1 章を参照）を見ると、1984 年から『北京文学』に発表さ
れた作品は圧倒的に多い。この傾向は 1987 年に「先鋒小説」の創作を始めから 1991 年の
長編小説「呼喊与細雨」を出すまでの間に続いていった。 
	 1987−1990 年の小説作品表は以下（エッセーと論文は含んでいない）： 
年 作品 刊行物名 備考欄 
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1987 十八歳出門遠行 『北京文学』1987 年第 1 期 短編小説 
西北風呼嘯的中午 『北京文学』1987 年第 5 期 短編小説 
四月三日事件 『収穫』1987 年第 5 期 短編小説 
一九八六年 『収穫』1987 年第 6 期 短編小説 
1988 現実一種 『北京文学』1988 年第 1 期 中編小説 
河辺的錯誤 『鐘山』1988 年第 1 期 中編小説 
世事如煙 『収穫』1988 年第 5 期 中編小説 
死亡叙述 『上海文学』1988 年第 11 期 短編小説 
難逃劫数 『収穫』1988 年第 6 期 中編小説 
古典愛情 『北京文学』1988 年第 12 期 短編小説 
1989 往事与刑罰 『北京文学』1989 年第 2 期 短編小説 
鮮血梅花 『人民文学』1989 年第 3 期 短編小説 
愛情故事 『作家』1989 年第 6 期 短編小説 
此文献給少女楊柳 『鐘山』1989 年第 4 期 中編小説 
両個人的歴史 『河北文学』第 10 期 短編小説 
1990 偶然事件 『長城』1990 年第 1 期 短編小説 
作品表から見ると、『北京文学』に発表した作品は 4 年間の小説作品の三分の一を占め






















3.3.1	 李陀の主張	 	 
	 1982 年に発表された李陀、劉心武、馮驥才三人の手紙は高行健『現代小説技巧初探』102































1988 年第 4 期『北京文学』に発表された「也談“僞現代派”及其批評」では、李陀は
80 年代に生じたモダニズムの影響を受けた作家と作品のことを「改観」（一新する）と形
容し、西洋モダニズムの受容を「芸術学習運動」と定義し、この運動を「奇観」（壮観）











































2016 年第 3 期『江南』に「先鋒」の討論の必要性についての記事114が掲載された。そ
こに 80 年代の「先鋒作家」と青年作家、評論家たちが取材され、「先鋒」に対する自分の
見解を言い表した。80 年代に生まれた「先鋒派」は 90 年代にはいると没落したが、それ

















係」を踏まえ、80 年代末期から 90 年代初期までの論評と 21 世紀における余華の研究を
参考にし、余華が 1987 年から「先鋒作家」とされる主観的な原因と客観的な影響を論じ
た。 
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